
遠乏窓

文
化
財
件
数
一
覧
等

◇

資

料

歴

史

的

な

町

並

み

の

保

存

「
風
土
記
の
丘
」
及
び
「
歴
史
の
道
」
に
つ
い
て
：
・
・
・
・
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
・
°
•
5
9

◇

解

説

文
化
財
と
国
民
生
活
・
・
°
・
…
…
…
…
…
…
。
... °00 ... ,
 
... aOO•

……°oo 

..... ooo.。・宮田

信
邦
／
塩
多
慶
四
郎
／
島
津
晴
久

秀
重
／
吉
房
康
幸
／
（
司
会
）
内
田

ー
沖
縄
県
竹
富
町
竹
富
島
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
ー
：
●
e
o
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
島
仲

仁
清
の
壺

◇
事
例
紹
介

ー
原
宿
文
楽
公
演
よ
り
I
I

…
…
…
…
…
…
…
•
｀
゜
…
…
…
…
…
平
島

：
…
…
…
…
：
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
建
造
物
課
：•
•
4
9

...... e
 
.......... °
•
…
…
…
…
…
•
•
0
・
・
・
・
・
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
伝
統
文
化
課

．．． 
69 

鬱
文
部
省
の
ま
ど

昭
和
六
三
年
度
文
部
省
所
管
の
概
算
要
求

大
臣
宣
房
会
計
課
…
74

昭
和
六
三
、
六
四
年
度
開
設
予
定
大
学
申

請

に

つ

い

て

高

等

教

育

局

企

画

課

…

82

医
学
教
育
・
歯
学
教
育
の
改
善
に
関
す
る

調
査
研
究
協
力
者
会
議
が
最
終
ま
と
め
を

提

出

高

等

教

育

局

医

学

敦

育

課

…

8

4

著
作
権
審
議
会
第
一

0
小
委
員
会
が
発
足

文
化
庁
文
化
部
著
作
権
課
．．． 

93 

女
教
育
・
文
化
週
間
に
つ
い
て

大
臣
官
房
総
務
課
審
議
班
：•
•
9
5

0
文
化
財
紹
介

本
法
寺
庭
園

0
名
作
シ
り
ー
ズ

武
蔵
野
図

（
加
藤

充
彦
）

一．
 
．
 

>

．
 
．
 

＂ i 

．
 
．
 

i
 ＂

（

解

説

千

野

香

織

・

・

30535)

u1:•9 

... ,
 ... ,.
。

•
9

... ,
4
 .
.
.
 ,
 
.
.
.
 ,
 .
.
.
 ,
 
.
.
.
 ,
 
.
.
.
 9
 ... ,
 ... 
9:••9 

... i

.
 

｛

表

紙

田

中

四

郎

／

カ

ッ

ト

赤

羽

根

秀

一

．
 

髯屈

中
学
生
に
よ
る
笹
間
神
楽
伝
承
活
動

大
久
保
政
夫
：
o

．44

若
者
と
文
楽

高
文
：
•
•
3
8

浮低

◇
随

相
9Cぷ

町

並

み

保

存

の

と

り

く

み

囮図

郷

土

と

歴

史

の

ふ

れ

あ

い

◇

論

文 （
出
席
者
）

大
場
奈
良

含

地
域
社
会
の
中
の
文
化
財

◇

座

談

会

特
集
文
化
財
と
国
民
生
活

弘
保

第

苑
子
：•
•
3
6

信
良
・
・
。
2
9

茂
樹
⇔
。
・
認

―
二
九
号

昭
和
六
十
二
年
十
月

8
 

登
：°
•
4



話

は

五

九

年

に

戻

る

が

、

開

場

時

の

あ

わ

た

だ

し

さ

も

お

さ

ま

っ

た

時

期

を

見

は

か

ら

っ

て

、

大

阪

で

採

用

さ

れ

た

職

員

を

研

修

の

た

め

逐

次

東

京

の

国

立

劇

場

へ

出

張

さ

せ

た

こ

と

が

あ

っ

た

。

私

も

r

二

名

の

新

卒

女

子

職

員

を

同

道

し

て

上

京

し

た

の

だ

が

r

仕

事

を

離

れ

て

東

京

の

最

先

端

感

覚

に

触

れ

る

に

は

、

ど

の

辺

り

を

訪

れ

た

も

の

か

と

戸

惑

っ

た

も

の

で

あ

る

。

原

宿

と

の

で

あ

い

は
じ
め
に

／ 

苦

事
例
紹
〈
J
I

O

昭和62年度 国立文楽劇湯 自主公演回数表 （小） ＝小ホール

9

,

1

 

数

4

9

2

2

4

8

1

2

-

1

4

1

8

3

3

3

2

4

2

 

回

．I
|
]
I
I
1
1
ー
]
1
|
|
'
|
|
l
|
|
1
1
|
|

数

7

5

2

6

7

4

1

2

1

2

1

4

1

1

1

1

2

1

 

日
II||,11'-||.1,.'||—'|,1 
程

9

6

3

0

9

6

4

4

6

-

7

二

9

]

7

『

-

―

,

9

~

『

7

3

2

2

3

3

3

-

5

3

-

3

5

3

7

3

 

2

2

2

2

2

 

日

，
 

濯

伎

楽

）

楽

踊

能

能

：

I

ム

邦

v

の

除

芸

芸

他

舞

。

曜

衆

衆

鱈

歌

疇

“

5

陪

大

大

一

_

I

I

I

I

I

I

ー

1
|
|
|
1
1

、・_ノ

一

演

楽

室

楽

楽

楽

小

楽

楽

（
 

公

教

璃

楽

楽

瑠

文

文

文

文

文

文

浄

文

文

素

一

□4
5

6

7

8

1

1

1

1

|

|

I

I

⇒フ
一
度

楽

10 踊 23, 24 

-23 
8 

1
1
 

2
 

大衆

r/ 
楽 3~24 

大衆

3
 
r/ 

楽

文
文楽教室

素浄瑠璃の会

（小計）

楽 公 演

舞踊豆邦楽公演

大衆芸能公演

邦楽公演

歌舞伎公演

舞踊公演

（小計）

（合計）

1 
122 

日

2
2
1
5
2
2
4
 

l

3

 

ー

れ

の

立

場

か

ら

深

い

関

心

を

持

っ

て

い

る

こ

と

は

問

違

い

な

い

。

そ

し

て

、

そ

の

策

定

が

容

易

で

な

い

と

こ

ろ

に

｀

．

苦

労

が

あ

る

わ

け

で

あ

る

。

ち

な

み

に

芸

術

文

化

に

対

す

る

一

般

の

人

達

の

関

心

度

の

調

査

で

は

、

歌

舞

伎

約

二

七

％

に

対

し

、

文

楽

約

九

％

で

r

文

楽

は

歌

舞

伎

の

三

分

の

一

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

多

分

、

劇

場

就

職

以

前

か

ら

文

楽

に

深

い

関

心

を

持

っ

て

い

た

と

い

う

の

は

、

精

々

―

―

-
I四
名

ど

ま

り

と

い

う

こ

と

だ

ろ

う

が

、

文

楽

と

若

者

た

ち

の

こ

の

よ

う

な

出

会

い

の

中

に

も

r

将

来

へ

の

可

能

性

を

探

る

こ

と

は

r

や

ぶ

さ

か

で

は

な

い

の

で

あ

る

。

105日
16 

5
 

5
 

27 

3~16 

1

3

 

4
 2
 

22 

14 

210回
32 

回

2
2
1
9
2
6
9
 

1

5

 

2
 

ー
新

宿

r
渋

谷

、

銀

座

そ

れ

ぞ

れ

に

特

長

も

あ

る

が

、

若

者

感

覚

と

い

え

ば

f

原

宿

か

六

本

木

と

い

う

こ

と

で

、

偶

々

原

宿

へ

行

く

こ

と

に

な

っ

た

。

ラ

フ

ォ

ー

レ

原

宿

に

知

る

辺

が

い

た

こ

と

も

あ

る

。

若

者

の

た

め

の

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

｀

’

ブ

テ

ィ

ッ

ク

の

店

r
バ

ラ

ニ

テ

ィ

シ

ョ

ッ

C
で

道

端

に

並

べ

ら

れ

た

ア

ク

セ

サ

|
]
 

2

1

 

4
 

2
 

44 

28 

可：lン
1

i
f

1

i

ー

1
;
|
|
|
1！
ー

ー

ー

辱

螂

寄

ー

1

昭

和

五

九

年

春

r
大

阪

に

文

楽

劇

垢

が

開

場

し

て

f

文

楽

の

歴

史

の

上

で

r

新

し

い

時

代

を

迎

え

た

こ

と

に

な

っ

た

。

そ

の

準

備

か

ら

開

場

に

か

け

て

、

新

卒

の

若

い

職

員

十

数

名

が

採

用

さ

れ

、

各

職

場

に

配

属

さ

れ

た

。

文

楽

劇

場

の

公

演

ば

文

楽

だ

け

に

限

ら

ず

、

東

京

の

国

立

劇

場

同

様

伝

統

芸

能

全

般

を

対

象

と

す

る

応

の

で

あ

る

が

r

と

く

に

文

楽

は

六

ー

七

か

月

一

〇

0
日

以

上

の

公

演

日

程

が

組

ま

れ

て

い

る

こ

と

r

文

楽

の

芸

を

伝

承

す

る

研

修

制

度

が

あ

り

、

現

在

も

六

名

の

若

者

た

ち

が

研

修

に

励

ん

で

い

る

こ

と

、

そ

し

て

文

楽

三

業

（

太

夫

、

一

二

味

線

、

人

形

）

の

技

芸

員

の

公

演

活

動

の

本

拠

が

i

v

こ

の

大

阪

の

文

楽

劇

場

に

あ

る

こ

と

な

ど

か

ら

f

劇

場

職

員

が

文

楽

に

対

し

て

特

別

な

心

情

を

抱

く

の

は

、

当

然

の

な

り

ゆ

き

と

い

え

る

。

さ

て

、

五

九

年

か

ら

今

年

ま

で

r
学

窓

を

巣

立

ち

劇

場

に

戟

職

し

た

若

い

人

公
演
よ
り
ー
1

た

ち

の

文

楽

体

験

は

ど

ん

な

も

の

で

あ

っ

た

か

r
男

性

一

0名
i

に

つ

い

て

尋

ね

て

み

た

。

八

問

＞

＞

国

立

文

楽

劇

場

に

入

る

以

前

巳

文

楽

鑑

賞

を

し

た

こ

と

が

あ

る

か

あ

る

男

七

名

女

九

名

計

一

六

名

な

い

男

三

名

女

七

名

計

一

0
名

八

問

V
I
Iあ
る

ん

と

答

え

た

人

に

つ

い

て

r
ど

の

よ

う

な

公

演

で

鑑

賞

し

た

か

本

公

演

男

五

名

女

三

名

計

八

名

鑑

賞

教

室

男

0
名

女

二

名

計

二

名

テ

レ

ビ

男

二

名

女

四

名

計

六

名

（

そ

の

他

学

校

で

の

巡

業

公

演

男

一

名

。

但

し

本

公

演

男

と

重

複

）

文

楽

劇

場

へ

の

就

職

を

意

識

し

て

、

そ

の

準

備

の

た

め

の

鑑

賞

も

含

ま

れ

て

い

る

こ

と

を

考

え

合

わ

せ

る

と

、

文

楽

に

対

し

て

さ

ほ

ど

濃

密

な

関

心

を

抱

い

て

い

る

と

は

い

え

な

い

。

た

だ

し

r
現

在

自

分

た

ち

が

選

ん

だ

職

業

と

密

接

な

関

係

に

あ

る

伝

統

芸

能

文

楽

に

対

し

、

そ

の

振

興

の

た

め

の

方

策

に

r
そ

れ

ぞ

ー

1

1

'

↓
鯛

1
i
,
1
|
1
・
1
'ー

女

性

一

六

名

平
島

と

ー
原
宿
文

高

文

]

|

1

'

¥
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リ

し

若

者

好

み

の

ビ

ュ

ッ

フ

ェ

r

。

ハ

ー

ラ

ー

、

デ

ィ

ス

コ

も

あ

っ

た

。

い

ず

九

学

園

祭

の

延

長

の

よ

う

な

ム

ー

ド

は

今

も

変

わ

ら

な

い

。

年

甲

斐

も

な

く

、

デ

ィ

ス

コ

で

ビ

ー

ト

過

剰

の

音

楽

を

聞

き

な

が

ら

r

若

者

た

ち

の

遊

び

の

場

で

あ

る

こ

の

街

で

文

楽

を

上

演

で

き

た

ら

、

き

っ

と

従

来

と

違

っ

た

受

け

止

め

ら

れ

方

が

期

待

で

き

る

の

で

は

な

い

か

、

本

来

遊

び

で

あ

る

ぺ

き

芝

居

見

物

足

教

養

の

一

端

と

し

て

鑑

賞

を

強

い

ら

れ

る

こ

と

へ

の

反

発

が

あ

る

に

違

い

た

い

と

思

っ

た

の

で

あ

る

。

若

者

指

向

の

ロ

ッ

ク

文

楽

2ぺ既
に

宇

綺

竜

童

氏

達

に

よ

り

II曽
根

崎

心

中

II
が

上

置

さ

れ

r

若

者

た

ち

に

も

受

け

て

成

果

を

上

げ

て

い

る

。

今

度

の

原

宿

で

は

、

ど

う

し

て

也

古

典

基

詞

の

演

出

で

な

け

れ

ば

意

味

が

な

い

よ

う

に

思

う

。

職

業

柄

文

楽

の

舞

台

を

客

席

の

一

番

う

し

ろ

か

ら

観

る

機

会

が

多

い

。

舞

台

鼻

か

ら

二

0
m巫離
れ

て

い

る

。

稽

古

の

時

な

ど

間

近

に

見

る

人

形

か

ら

受

け

る

強

烈

な

印

象

は

と

こ

に

も

な

い

。

聴

覚

に

よ

っ

て

知

宜

さ

れ

る

浄

瑠

望

は

効

果

が

そ

ん

な

に

損

な

わ

れ

な

い

に

し

て

も

r

視

覚

に

訴

え

る

人

形

の

演

技

は

身

の

丈

一

m少
々

の

大

き

さ

か

ら

応

r

極

端

に

い

え

可
f'
:
,
9
,
•
I
’
f
i
|
i
|
'
9
|
|
1
{
，
｀
1
|

よ
響|
!
|
|
l
|

ー
_
1

ー
l
l
|
.
\
.
,
1
,
1
'
,
9

と

い

う

こ

と

に

な

り

、

出

演

者

は

人

形

吉

田

簑

助

、

浄

瑠

璃

豊

竹

呂

大

夫

他

二

十

数

名

の

一

座

が

決

ま

っ

た

。

ラ

フ

ォ

ー

レ

原

宿

の

多

目

的

ホ

ー

ル

の

空

間

に

文

楽

的

演

劇

空

間

を

創

造

す

る

の

は

f

演

劇

ス

タ

ッ

フ

集

団

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク

・

ア

ー

ト

。

セ

ン

タ

ー

の

若

手

メ

ン

バ

ー

が

担

当

し

た

。

定

例

公

演

ス

タ

ッ

フ

の

飼

文

楽

協

会

と

回

立

劇

揚

が

協

力

し

た

の

は

い

う

ま

で

危

な

い

。

公

演

期

間

は

六

月

一

七

日

か

ら

一

―

一

日

ま

で

の

五

日

間

一

日

二

回

公

演

と

決

め

ら

れ

た

。

若

者

た

ち

が

た

む

ろ

す

る

街

に

繰

り

出

し

て

f

五

日

間

一

〇

ス

テ

ー

ジ

も

l

ヶ

所

に

腰

を

据

え

て

興

行

す

る

と

い

う

こ

と

は

r

文

楽

に

と

っ

て

初

め

て

の

試

み

で

あ

る

。

緊

張

感

が

み

な

ぎ

る

。

現

代

の

劇

場

機

構

の

中

で

の

舞

台

づ

く

り

が

定

式

化

し

て

い

る

最

近

の

文

楽

演

出

が

、

ラ

フ

ォ

ー

レ

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

の

よ

う

な

r

手

ご

ろ

で

は

あ

る

が

劇

場

機

構

と

し

て

は

不

備

だ

ら

け

の

空

間

を

活

用

し

よ

う

と

す

る

に

は

r

ど

う

し

て

も

普

段

と

は

違

っ

た

演

出

方

法

を

取

り

こ

ん

で

行

く

こ

と

に

な

る

。

こ

の

部

分

は

無

か

ら

有

を

生

ず

る

創

造

の

分

野

に

属

す

る

。

古

典

を

基

詞

と

し

な

が

ら

襄

新

し

い

も

の

を

取

り

こ

む

と

い

う

こ

と

は

、

そ

の

失

敗

を

思

う

と

無

謀

と

し

か

い

い

よ

う

が

な

い

。

頼

ま

れ

も

し

な

い

冒

験

を

し

て

r

失

敗

は

許

さ

れ

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

出

演

者

で

あ

る

技

芸

員

、

舞

台

を

支

え

る

ス

タ

ッ

フ

、

制

作

を

担

当

す

る

プ

ロ

モ

ー

タ

ー

、

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

の

原

宿

の

街

の

研

究

が

進

め

ら

れ

た

。

楓

会

が

あ

れ

ば

原

宿

に

足

を

運

ん

だ

話

を

公

演

後

も

聞

か

さ

れ

た

。

関

係

者

の

一

人

一

人

が

自

分

自

身

の

公

演

で

あ

る

と

の

認

識

を

強

く

し

て

い

た

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

そ

れ

も

原

宿

と

い

う

こ

と

で

、

関

係

者

の

中

で

も

若

者

意

識

が

前

面

に

押

し

出

さ

れ

て

い

た

よ

う

に

感

じ

ら

れ

た

。

何

回

も

の

打

合

わ

せ

が

続

き

、

で

き

上

が

っ

た

の

が

、

今

度

の

原

宿

文

楽

II曽
根

崎

心 ラフォーレ原宿外観

若者が目立つ会場風景

あ

る

日

刊

紙

が

五

月

中

II
の

ボ

ス

タ

ー

r

チ

ラ

シ

で

あ

り

r

舞

台

装

置

で

あ

り

r

人

形

浄

瑠

璃

そ

の

も

の

で

あ

っ

た

。万

全

の

ス

タ

ー

ト

の

つ

屯

り

で

あ

っ

た

が

r

若

者

た

ち

の

反

応

は

捗

々

し

い

も

の

で

は

な

か

っ

た

。

公

演

初

日

を

六

月

一

七

日

に

控

え

た

四

週

間

前

の

五

月

末

の

入

場

券

の

売

行

き

は

、

た

っ

た

一

二

四

0
0余りの
客

席

総

数

の

半

分

に

も

満

た

な

か

っ

た

。

大

阪

の

文

楽

劇

場

へ

は

、

制

作

責

任

者

の

鶴

本

氏

か

ら

毎

日

の

よ

う

に

悲

鳴

ま

じ

り

の

現

況

報

告

の

電

話

が

か

か

っ

て

来

る

。

11
原

宿

で

若

者

た

ち

に

文

楽

を

11
の

試

み

は

潰

え

去

ろ

う

と

し

て

い

た

。

頭

の

中

に

は

r

文

楽

の

信

用

の

失

墜

を

含

め

、

と

の

よ

う

な

い

い

訳

の

丸

と

に

事

態

を

収

拾

し

た

ら

い

い

の

か

、

こ

の

場

合

、

新

浪

出

を

導

入

し

た

分

だ

け

仇

に

な

る

。

意

識

の

昏

迷

だ

け

が

往

き

来

し

た

。

決

し

て

間

違

っ

た

企

画

じ

ゃ

な

か

っ

た

筈

な

の

旦

爾

後

、

若

者

た

ち

に

対

し

て

自

分

た

ち

の

意

図

な

り

意

思

を

伝

え

る

た

め

の

有

効

な

手

段

が

ど

ん

な

も

の

で

あ

る

か

は

r

い

ま

だ

に

迷

い

っ

ば

な

し

で

あ

る

。

順

ー

'

|

ー

ー

マ
ス
コ
ミ
の

援
護

ば

膝

詰

め

で

見

て

も

い

い

の

で

は

な

い

か

と

さ

え

思

う

く

ら

い

だ

。

肌

で

接

す

る

よ

う

に

聞

く

義

太

夫

節

浄

瑠

璃

の

世

界

に

f

顔

前

で

み

ろ

動

く

人

形

の

迫

力

は

絶

対

に

若

者

を

と

ら

え

る

こ

と

が

で

き

る

筈

で

あ

る

。

文

楽

と

い

う

催

眠

術

師

の

指

先

に

当

た

る

の

が

人

形

な

の

で

あ

り

、

そ

の

最

も

効

果

的

な

ア

プ

ロ

ー

チ

が

問

題

な

の

で

あ

る

。

原

宿

で

は

古

典

を

基

調

と

し

ぢ

身

近

に

漁

瑠

璃

を

感

じ

間

近

に

入

形

を

見

る

工

夫

を

し

た

文

楽

ー

ー

な

の

で

あ

る

。

「

あ

あ

、

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」

プ

ロ

モ

ー

タ

ー

の

一

人

鶴

本

正

三

氏

（

ラ

フ

ォ

ー

レ

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

企

画

担

当

闊

ッ

ル

モ

ト

ル

ー

ム

社

長

）

は

軽

く

受

け

て

く

れ

た

が

、

そ

の

鶴

本

氏

を

含

め

た

。

フ

ロ

ジ

ニ

ク

ト

集

団

が

原

宿

文

楽

の

実

現

に

こ

ぎ

つ

汁

る

ま

で

炉

尺

足

掛

け

四

年

の

横

月

を

要

し

て

い

る

。

ま

た

、

同

行

の

K
君

、

H
君

二

人

も

若

者

の

街

原

宿

で

若

者

な

り

の

関

心

は

持

っ

た

よ

う

だ

。

し

か

し

f

こ

の

両

名

が

前

述

の

文

楽

体

験

調

査

で

は

r

特

別

た

関

心

を

持

っ

て

い

た

グ

ル

ー

・

ー

。

フ

に

入

っ

て

い

た

と

は

限

ら

な

い

。

原

宿

文

楽

急

浮

上

折

か

ら

レ

ト

ロ

・

ブ

ー

ム

が

い

わ

れ

始

め

た

昭

和

六

一

年

暮

れ

か

ら

六

二

年

春

に

か

け

て

r

突

如

原

宿

で

の

文

楽

公

演

が

急

浮

上

し

た

。

若

者

た

ち

が

溢

れ

て

い

る

街

原

宿

で

、

ラ

フ

ォ

ー

レ

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

の

手

ご

る

な

空

間

を

生

か

し

て

、

伝

統

芸

能

と

し

て

の

文

楽

を

上

演

し

よ

う

と

い

う

も

の

で

あ

る

。

時

代

を

先

取

り

す

る

原

宿

に

r
そ

の

予

兆

が

な

か

っ

た

と

は

い

い

難

い

が

r
度

重

な

る

売

込

み

の

う

ち

そ

の

一

度

が

ク

イ

ミ

ン

グ

に

合

っ

た

の

だ

ろ

う

。

演

目

の

選

定

は

、

や

は

り

現

代

の

文

楽

で

は

一

番

人

口

に

腑

炎

さ

れ

て

い

る

II曽
根

崎

心

中

“
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四

年

前

r

研

修

の

た

め

上

京

し

、

原

宿

に

同

行

し

た

二

女

性

は

f

今

や

ペ

テ

ラ

ン

の

女

子

職

員

と

し

て

文

楽

劇

場

の

日

常

業

務

に

励

ん

で

い

る

。

k
君

は

、

女

子

大

の

講

師

の

方

の

指

濾

の

も

と

に

、

文

楽

劇

場

周

辺

の

文

楽

に

由

縁

の

あ

る

旧

蹟

等

の

案

内

を

、

小

冊

子

「

ぐ

る

り

見

て

あ

る

記

」

に

ま

と

め

刊

行

す

る

仕

事

を

手

伝

っ

た

。

H
君

は

、

文

楽

を

学

び

た

い

人

へ

の

書

籍

案

内

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

「

文

楽

の

本

」

を

つ

く

っ

た

。

こ

の

若

者

と

文

楽

と

の

取

合

せ

に

も

マ

ス

コ

ミ

は

関

心

を

示

し

、

新

聞

r

―

プ

レ

ビ

に

紹

介

さ

れ

r

世

間

は

注

目

し

た

。
そ

の

後

｀

・

後

輩

の

女

子

上演舞台 お初徳兵衛

"

x

.
f

｀

ー

，

1

9

9

9

,

1

1

i

ー

！

ー

ー

i

ー

！

ー

ー

|

駁

腎

'

|

`

9

.

I

’

あ

る

出

演

者

ば

千

秋

楽

夜

の

部

の

終

演

後

、

一

時

間

ほ

ど

の

帰

り

支

度

の

の

ち

楽

屋

口

で

、

こ

の

公

演

か

ら

受

け

た

感

銘

に

対

し

て

お

礼

の

言

葉

を

い

う

た

め

に

待

っ

て

い

た

四

、

五

人

の

若

い

フ

ァ

ソ

の

見

送

り

を

う

け

た

。

こ

の

よ

う

な

経

験

は

初

め

て

の

こ

と

だ

っ

た

と

興

奮

気

味

に

語

っ

た

。

そ

し

て

、

こ

の

公

浪

を

支

え

た

出

演

者

、

ス

タ

ッ

フ

の

大

半

は

若

者

た

ち

だ

っ

た

の

で

あ

る

。

若
者
と
文
楽

別表 入場者年齢別分布

S. 62. 6. 17~21 原宿文楽

於：ラフォーレミュージアム

I文楽初体験讐言こ覧 計

10代 I 10. s% I 2. 0% I 12. 5% 

20代 I 35. 3 I 14. s I 49. s% 
I 

i 30代 s.6 I 4. 2 I 9. s% I 
I 40代 3,2 5, 9 9. 1% l 
I 
50代 9 1. 3 8. 7 10. 0% I 

I 
60代 1.2 5, 1 6. 3% i 

I 7o代 o.3 I 2.2 I 2.s9,6 

I計 1 5``  42.6%100. 0%, 

・入褐者総数 4,000名

・アン＇ケート回収率： 12.9%=516/4, 000 

S. 60。1.3~13 

国立文楽劇場初春公演

10代＿ 1 4. 7% 

20代 1 17. 5% 

30代 13.6% I 
- -1―------

40代 '16.1%~-I 
50代 I 21. 5% 

_I 

60歳以上 23.0% 

。入場者総数 15,000名

。アンケート回収率：

12. 6% =l, 896/15, 000 

3.6絡・無記入

一

日

付

け

で

r

こ

の

公

演

を

取

材

し

て

記

事

に

し

て

く

れ

た

。

こ

れ

が

マ

ス

コ

ミ

各

社

の

関

心

を

集

め

る

き

っ

か

け

に

な

っ

た

の

幻

新

聞

、

雑

誌

に

次

い

で

テ

レ

ビ

で

も

取

り

上

げ

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

東

京

か

ら

大

阪

に

連

絡

さ

れ

る

現

況

報

告

の

声

も

だ

ん

だ

ん

穏

や

か

に

な

り

、

や

が

て

喜

び

の

声

に

か

わ

り

、

内

容

も

売

切

れ

の

日

も

出

て

来

た

と

い

う

も

の

だ

っ

た

。

出

演

者

お

よ

び

ス

々

／

ッ

フ

の

張

切

り

よ

う

が

尋

常

で

な

か

っ

た

だ

分

に

、

ま

ば

ら

な

客

席

に

対

す

る

落

胆

の

度

合

い

が

思

い

や

ら

れ

て

い

た

が

r

ど

う

や

ら

杞

憂

に

過

き

な

く

な

っ

て

来

た

。

こ

の

一

0
日

ほ

ど

感

じ

て

い

た

胃

の

痛

み

忠

嘘

の

よ

う

に

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

翌

日

の

初

日

を

控

え

た

舞

台

稽

古

で

は

、

気

持

の

は

す

み

も

出

て

各

人

充

分

な

手

応

え

を

感

じ

て

い

た

よ

う

だ

。

マ

ス

コ

ミ

の

取

材

は

一

七

日

の

初

日

ま

で

続

き

、

満

員

の

客

席

に

は

、

若

者

の

数

が

目

立

っ

た

。

（

別

表

：

人

場

者

年

齢

別

分

布

参

照

）

取

材

を

う

け

て

f

あ

る

若

者

は

「

初

め

て

文

楽

を

み

て

面

．

日

か

っ

た

」

と

い

い

、

ま

た

別

な

若

い

女

性

は

「

こ

ん

な

身

近

な

と

こ

ろ

で

手

軽

に

文

楽

を

見

ら

れ

る

の

が

い

い

」

と

答

え

た

。

「

こ

れ

を

契

槻

に

文

楽

か

見

た

く

な

っ

た

」

と

い

う

の

も

あ

っ

た

。

会

場

で

行

わ

れ

た

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

で

，

夏

大

方

が

好

意

的

肯

定

的

な

感

想

を

述

べ

て

い

る

。
こ

の

公

酒

の

会

場

と

な

っ

た

ラ

フ

ォ

ー

ー

レ

ミ

ュ

ー

シ

ア

ム

で

は

、

手

狭

な

客

席

の

都

合

で

舞

台

は

な

は

座

布

団

座

席

を

採

用

し

た

が

r

ほ

ん

の

昴

先

で

演

じ

ら

れ

る

人

形

の

演

技

を

く

い

入

る

よ

う

に

見

つ

め

る

若

者

た

ち

を

見

な

か

ら

r

悪

条

件

か

却

っ

て

幸

い

し

て

い

る

と

思

っ

た

。

）

そ

こ

に

は

普

段

劇

場

で

は

見

る

こ

と

の

な

い

表

情

を

し

た

若

者

が

い

た

。

公

澳

の

試

み

は

成

功

し

た

の

で

あ

る

。

麟

•
9

職

員

も

一

緒

に

な

っ

て

刊

行

し

た

文

楽

誌

「

大

阪

ス

ト

ー

リ

ー

。

マ

ッ

プ

」

で

心

近

松

の

世

界

を

、

実

地

に

大

阪

の

地

図

の

上

に

体

験

的

再

現

を

試

み

て

話

題

に

な

っ

て

い

る

。

ま

た

文

楽

劇

場

に

ば

置

頭

に

ふ

れ

た

よ

う

に

、

伝

承

芸

と

し

て

の

文

楽

の

継

承

に

、

日

夜

励

ん

で

い

る

若

い

研

修

生

た

ち

が

い

る

。

若

者

は

し

た

た

か

に

伝

統

芸

能

人

形

浄

瑠

硝

文

楽

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

若

者

た

ち

の

文

化

へ

の

希

求

r

ハ

ン

グ

リ

ー

ス

ピ

リ

ッ

ト

に

対

し

f

．

素

直

に

応

え

る

以

外

応

民

族

遣

産

伝

承

の

道

は

な

い

。

そ

し

て

r

こ

の

道

の

発

見

ほ

ど

至

難

の

技

は

な

い

よ

う

に

思

う

。

い

ま

、

来

年

六

三

年

の

原

宿

文

楽

の

企

画

検

討

に

入

ろ

う

と

し

て

い

る

。

こ

の

企

画

が

よ

り

多

く

の

協

力

者

を

得

て

発

展

し

て

行

く

な

ら

ば

、

こ

れ

以

上

の

商

売

冥

利

は

な

い

。

今

年

の

原

宿

文

楽

の

成

功

を

支

え

、

そ

の

成

果

に

大

き

な

満

足

と

喜

び

を

示

さ

れ

た

ラ

フ

ォ

ー

レ

原

宿

社

長

森

稔

氏

、

同

館

長

佐

籐

勝

久

氏

ほ

か

の

蔭

の

力

に

な

っ

て

頂

い

た

方

々

に

感

詞

し

r

将

来

に

向

か

っ

て

原

宿

の

若

者

文

化

文

楽

が

f

原

宿

の

地

域

文

化

振

興

に

よ

り

大

き

な

役

割

を

果

た

す

こ

と

を

期

待

し

た

い

。

（

国

立

文

楽

劇

場

主

幹

）
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摩 ： 
犀胃
．大学 大学監合旦 ＾ t 門 塁；

冒 誓 i 改革 ーの れ か
ら 特

会解 の の資＇ ヘこ大論 ツ大た 座 の巻集
の
塁Fコ
悶目

推 の ＾ 言石呼子談 大頭
創 進の胃 司田を 学嬰大
設説 にこ 状料在 文き名め会 の学
tこ 雙 ＾況 り 在 改

つ の 喜tこ 方 り 革

し‘ る 塁 めつ を 方 の

て '-'¥.,ヽ め と 推
て ぐ 亨 進っ

嚢； 塁>
て 審

楠 誓天 石
川野 JII 

課畠
企
画 絢ー 一宗 郁夫 贔課

次

号

目

次

'
▽
申
す
ま
で
も
な
く
、
文
化
財
に
は
そ
の
形

態
上
の
区
別
が
あ
り
、
「
有
形
文
化
財
」
（
建

造
物
、
絵
画
、
工
芸
品
な
ど
）
、
「
無
形
文
化

財
」
（
演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど
）
、
「
民

俗
文
化
財
」
（
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
な
ど
）
、

「
記
念
物
」
（
貝
づ
か
、
古
墳
、
名
勝
地
、
動

植
物
、
地
質
鉱
物
な
ど
）
、
「
伝
統
的
建
造
物

群
」
（
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史

的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物

群
）
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
さ
て
、
戦
後
混
乱
期
の
さ
な
か
の
昭
和
二

四
年
一
月
二
六
日
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
世
界
最
古
の
木
造
建
造

物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
か
ら
失
火
し
、
飛
鳥

芸
術
の
精
髄
を
伝
え
て
き
た
壁
画
が
一
朝
に

し
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
事

件
を
契
機
に
し
て
、
文
化
財
保
護
法
が
制
定
・

公
布
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
五
年
五
月
の
こ
と

で
し
た
。

▽
以
来
、
既
に
四

0
年
近
く
の
時
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
国
土
開
発
の
進
展
、

国
民
の
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
、
文
化
財

を
取
り
巻
く
状
況
は
著
し
く
変
化
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

▽
そ
こ
で
、
本
号
で
は
文
化
財
が
、
国
民
生

活
の
中
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
き
て
い
る
か
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
の

保
存
と
活
用
の
在
り
方
を
探
る
た
め
に
、
「
文

化
財
と
国
民
生
活
」
を
特
集
し
ま
し
た
。

（
政
策
課
）
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